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　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、８月１日から父子家庭にも児童扶養手当が支給されます。
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。
　
☆　児童扶養手当とは・・・
　　離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定
と自立の促進のため、子どもの福祉の増進を図ることを目的として支給される手当

☆　手当月額は・・・
　　受給資格者が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等によって決定されます。
　　○　児童１人の場合
　　　　全部支給　４１，７２０円　　一部支給　４１，７１０円～９，８５０円
　　○　児童２人以上の加算額
　　　　２人目　５，０００円　　３人目以降１人につき　３，０００円

☆　父子家庭で受給するためには・・・
　　○　役場への申請が必要です。
　　○　申請の時期について
　　　　すでに父子家庭として支給要件に該当している人は、平成２２年８月１日前でも申請できます。
　　　　平成２２年１１月３０日までに申請すると、「８月分」から支給されます。

お問い合わせ・申請先　子育て支援課　☎３２-９１２２　ＩＰ８-３２- ９１２２

　近年、思春期・青年期の若者の中で、人との関係や環境にうまく適応できないなどといった理由で、
家庭にひきこもっている人が増えています。そこで、ひきこもりなどでお悩みの本人や家族が集い、語
り合える場として教室を開催いたします。

１　青年期グループ（本人のための教室）
　　日　時　7月 22 日、8月 26 日、10 月 28 日、11 月 25 日、平成 23 年　1月 27 日、2月 24 日、3月 24 日
　　　　　　9時 30 分～ 11 時 30 分
　　対　象　おおむね 15 歳～ 35 歳まで
　　場　所　能登中部保健福祉センター　七尾市本府中町ソ２１－９
　
２　家族教室（家族のための教室）
　　日　時　① 8月 3日、② 12 月 7日　14 時～ 15 時 30 分
　　　　　　③ 10 月 13 日、④平成 23 年 2月 9日　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　場所・内容　①②の場所は、能登中部保健福祉センター羽咋地域センター　羽咋市旭町ユ 20 番地
　　　　　　　　講師　こころの健康センター清田所長
　　　　　　　　③④の場所は、能登中部保健福祉センター　七尾市本府中町ソ２７番９
　　　　　　　　講師　ひきこもりの親の会・子供の会の代表者

３　参加費　無料

４　申し込み・お問い合わせ先（電話または FAX で申し込みください）
石川県能登中部保健福祉センター　健康推進課　☎　0767-53-2482　FAX　0767-53-2484

父子家庭にも児童扶養手当が支給されます

「ひきこもりなどでお悩みのご本人とご家族のための教室」のご案内
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未加入・納め忘れはありませんか

保険料は 20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間納めることになっています。老齢基礎年金を受けるには、
この間最低 25年以上（保険料免除期間やカラ期間を含む）の保険料を納めることが必要です。

保険料　は性別・年齢・所得に関係なく　加入者全員一律　です。

付加保険料　月額 400 円
（1号保険者で希望者のみ）

※保険料を納めることが困難
な人には保険料免除制度が
あります。

　付加保険料を納めた人は、　納めた月数× 200円　が
　老齢基礎年金に加算されます。

　保険料は口座振替にすると便利で簡単 !!

　■口座振替の申し込み方

●お申し込みは、金融機関の窓口、市町村窓口、七尾年金事務所に口座振替申込書が備え付けてありま
すので申し出てください。

　①　保険料納付書　　②　預貯金通帳　　③　預貯金届出印鑑を持参してください。

　保険料の納付は、口座振替早割制度がお得です !!
通常は、当月の保険料を翌月末日に引き落とすのですが、この早割制度（当月の保険料
を当月末に引き落とし）を利用することで、月額 50円の割引がされます。

　クレジットカードでお支払いができるようになりました。
クレジットカード払いを希望する人は、七尾年金事務所へ申し込みが必要です。

※金融機関などの窓口でクレジットカードを直接ご提示・お支払いただく方法ではありません。
※支払は「毎月払い」または「前納（1年分・半年分）になります。
※過去の未払い分についてはご利用することはできません。
※保険料の一部免除を受けている場合はご利用できません。
※クレジットカード支払は、口座振替割引は適用されません。
※カード会社へのお支払回数は、一回払いのみとなります。（分割・リボ払いはご利用できません。）

　◆国民年金に関するお問い合わせ・相談は
七尾年金事務所　☎ 0767-53-6511 または志賀町住民課国民年金担当　☎ 32-9121　IP8-32-9121

国
年
民
金 保 険 料

保険料の納付は 2年が時効です

月　　額

15,100円
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。
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。
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縁
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縁
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縁
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。
そ
こ
で
、
養
子
と
実
親
と
の

親
子
関
係
を
断
ち
切
り
、
戸
籍
上
も
養
子
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
な

配
慮
を
し
た
特
別
養
子
縁
組
制
度
が
創
ら
れ
ま
し
た
。
特
別
養
子
縁

組
を
す
る
に
は
、
①
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と
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②
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③
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６
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６
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④
養
子
の
実
父
母
の
同
意
が
原
則
必
要
で
あ
る

こ
と
。
④
養
親
と
な
る
夫
婦
は
、
特
別
養
子
縁
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６
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。
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縁
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。
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入
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縁
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。
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縁
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。
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。
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。
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２
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縁
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縁
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懐
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縁
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。
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連
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。
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連
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は
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の
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に
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「ＨＩＶ（エイズ）検査」を行っています「ＨＩＶ（エイズ）検査」を行っています
　ＨＩＶ感染者は年々増加傾向にあります。感染が判明したときにはすでにエイズを発症していた事例
が約３割を占めています。早期発見、早期治療のためＨＩＶの血液検査を次のとおり実施しています。

能登中部保健福祉センター
（0767）５３－２４８２

羽 咋 地 域 セ ン タ ー
（0767）２２―１１７０

・迅速検査
　毎週月曜日　９時～ 11時30分
　（ただし12月は第１日曜日）
　１時間以内に結果をお伝えできます。

・通常検査
　第２、４月曜日　13時～ 19時
　約10日後に結果をお伝えできます。

・通常検査
　第２、４月曜日　９時～ 19時
　約10日後に結果をお伝えできます。

※検査は、要予約・匿名・無料で行っています。

▶平成22年度羽咋郡市広域圏事務組合職員採用候補者試験のご案内◀

試験区分 採用予定人数 受　験　資　格

消　　防　　士 ６人 ①昭和56年4月2日以降に生まれた人　
　(平成23年4月1日現在30歳未満)
②消防士は高校卒業程度の学力を有し、 業務に必要な体力および健康
　を有する人  
③事務職は大学卒業程度の学力を有する人

事　　務　　職
（公立羽咋病院） １人

薬　　剤　　師 １人 ①昭和46年4月2日以降に生まれた人
　(平成23年4月1日現在40歳未満)
②資格を有する人または平成23年4月末までに取得見込みの人

臨床検査技師 １人
言　語　聴　覚　士 １人
臨床工学技士 １人
看　　護　　師 13人

【受　付　期　間】　７月12日（月）～８月13日（金）
【第１次試験日】　９月19日（日）
【試　験　会　場】　羽咋郡市内（申込締切後、受験者宛に通知）
【採　用　予　定　日】　平成23年４月１日
　詳しくは羽咋郡市広域圏事務組合ホームページをご覧ください。　http：//www.hakuikouiki.jp
【お問い合わせ先】　羽咋郡市広域圏事務組合　総務課　☎22-6610　 消防本部　警防課　☎22-0089　　　　　
　　　　　　　　　公立羽咋病院　　庶務課　☎22-1220
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９
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８
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故鳥越政男氏に旭日単光章

 　

 　
ポンプ車操法の部でも７連覇を果たした東増穂分団

ポンプ車操法の部２位の西海分団総合２位の上熊野分団

小泉町長から長男の正幸さんに勲記と勲章が手渡された

東増穂分団が総合６連覇達成

　故鳥越政男氏（直海）は、地方自治に対する功績が認められ、旭
日単光賞を受章し、５月28日（金）に長男の鳥越正幸さんに小泉
町長から勲記と勲章が伝達されました。
　鳥越さんは、元志賀町議会議員で昭和34年に当選以来、昭和
50年の４期12年８カ月の間、町の発展に尽くされました。在職
中は、特に、昭和45年の旧志賀町と高浜町との合併に大いに貢
献され、志賀町誕生に率先的に努められました。合併後も引き続
き志賀町議会議員として１期４年間在職し、原子力発電所の立地、
能登中核工業団地の造成など、新町発展の礎を築かれました。
　正幸さんは、「人のため町のために長年頑張ってきたことが認
められて嬉しいです。感謝しています」と話しました。

　第39回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会が６月19日
（土）に志賀町防災公園（西山台）で行われました。大会には羽
咋郡市の27分団645人が参加し、ポンプ車操法と小隊訓練な
どの技術を競い合いました。
　この日のために各分団では、早朝や夜間の練習に励み、総
合優勝目指して頑張ってきました。
　総合の部は東増穂分団が終始安定した技術を披露し見事６
連覇を達成しました。２位は上熊野分団が入り、志賀町の分
団が上位を独占しました。
　ポンプ車操法の部では、東増穂分団が１位、西海分団が２
位に入りました。この２分団は７月24日（土）に行われる県
消防操法大会に出場します。

　吉島さんは、昭和54年から平成19年までの７期28年間、富来町、志
賀町議会議員として観光・産業・文化を連動させた新しいまちづくりの
礎を築かれました。
　また、昭和55年から福浦港漁業協同組合代表理事組合長を26年５カ
月、平成18年９月からは、組合合併後の石川県漁業協同組合福浦港支
所運営委員長を努め、漁業の経営環境の強化に大きく貢献されました。
　さらに、平成17年９月１日の旧志賀町と旧富来町の合併に際しては、
市町村合併推進特別委員会委員長として、合併協定項目の協議、調整に
尽力し、新志賀町の誕生に大きく寄与されました。
　吉島さんは、「このたび、旭日双光章をいただき大変光栄に思ってお
ります。みなさんのご支援の賜物と感謝しております」と受章の喜びを
語りました。

吉島　陸男さん（福浦港）
前志賀町議会議員

春の叙勲　吉島陸男氏に旭日双光章
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ホタルの里で生き物観察会

生き物調査とヤマメの放流

１秒でも速く、１㎝でも遠く

５年男子100メートル走で好スタートをきる選手たち

川にヤマメを放流する児童たち

志賀町のお米はなぜおいしいのか説明している様子
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地
域
対
策
交
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金
事
業
で

次
の
も
の
が
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備
さ
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ま
し
た
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◎
消
防
施
設
整
備
事
業

　

こ
の
事
業
で
は
、
危
険
度
が
高
く
、
要
望

の
多
か
っ
た
、
町
内
19
カ
所
の
防
火
水
槽
に

蓋
を
す
る
工
事
と
、
新
た
に
３
カ
所
で
防
火

水
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
公
立
学
校
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

　

高
浜
小
学
校
、
志
加
浦
小
学
校
、
掘
松
小

学
校
、
加
茂
小
学
校
、
土
田
小
学
校
、
上
熊

野
小
学
校
、
下
甘
田
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
富
来
小
学

校
、
富
来
中
学
校
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更

新
し
ま
し
た
。

◎
工
業
団
地
排
水
施
設
整
備
事
業

　

能
登
中
核
工
業
団
地
排
水
施
設
電
気
・
計

装
設
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　６月12日（土）に直海・釈迦堂営農組合格納庫で、志賀ロー
タリークラブとはくい農業振興協議会、直海・釈迦堂営農組合
が環境に配慮した米作りとホタルの生態を知ってもらおうと、
ホタルの観察会を開きました。観察会には、町内の親子約70
人が参加しました。
　参加者には、直海産の米で作ったおにぎりと志賀町産の豚を
使った豚汁が振る舞われました。そのあと、ホタルの生態につ
いて教わり、川べりまで移動しました。ホタルを見た子どもた
ちは歓声を上げていました。

　６月13日（日）、尊保の尊保川で生き物調査が行われました。
　中能登農林総合事務所と水土里ネットいしかわ、ひえづくり子
ども会や地区住民など約70人が参加しました。川には、カニや
ヤゴ、ヤマメなどの沢山の生き物が確認されました。調査の後、
ヤマメの稚魚1,500匹を放流しました。このヤマメは、尊保で育っ
た親から採取した卵から育った稚魚を放流しました。子どもたち
に自然や地域を愛する気持ちを育んでもらうことや、ヤマメが大
きくなったら釣りを楽しんでほしいという思いを込めて行われま
した。

　６月２日（水）に、志賀町小学校連合体育大会が志賀町陸上
競技場で行われました。町内８校の５、６年生361人が参加
し、焼けるような暑さの中、児童たちは好記録を目指して頑
張りました。
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